メダカの第二次性徴に關する研究　Ｉ　第二次性徴消失と塩分濃度の關係 by 增田,晃
　　メダカの第二次性徴に開する研究　Ｉ
第二次性徴消失と塩分濃度の開係
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。緒　。｀“ﾚ，
・魚類の第二次性徴に闘する研究は古来より多数見出される。古くはＮＥｗＭＡＮ（1908）炉凡川山山は
匹ｗ甜を用ひ外部の縞模様と生殖腺の闘係について報じ, BLACHER (1926) (;?五助iｓieｓ　ｒｅticiぷ巾μ｡
　　　　　　　　　　　　ｇ
に於て研究し, Courier (1912, '22)はＧａｓtｅｒｏｓieｕｓａ･自治ｓａｆＭＳやGobiusについて報告を行ってい
るｏ van OORDT (1925)はＣＯＵＲＩＥＲに反論し両者間に第二次性徴に闘して激しい討論炉行はれすこｏ
　又軍に第二次性徴の観察のみでなく，生殖腺除去又は性腺移植による性徴の変化も多く発表されてい
るｏ例へばKOPEC (1915)はｙ?'hoxi川&Ｓ ｌａｃｖi；;の婚姻色nuptial coloration の出現は精良除去で妨
げられる事を報じ, van OORDT (1927)はXiphophonｕｓ加山ｒiの生殖腺除去加第二次性徴に及ぼす
影響につき述べ,‘BOCK (1928)｡はＧａｓtぴｏｓteiiｓ心?び哨ばで同様な実験を行ひ,戸沢氏(1923, '24,
'27)はキンギョの追星pearl organ の発達が生殖腺に関係のある事を種々の実験で確めているｏ
　吾か国に於ても，戸沢氏の実験に加ふろに，｡木下氏(1932.'35)は午ウゼン／yごnlichoeiむか?Z砂加Ｊ
を用ひ体色と生殖腺の闘係を論じ,池田氏(1933)はイトヨＧａｓieｒｏｓtｅｕｓ ａｃｕｌｅａt心炉生殖腺除去により
営巣を行はない橡になるとの興味ある実験を行っている。
　筆者炉実験に用ひようとするメダカ∂リzias I四脚へ(TEMM. & SＣＨＬ.）の第二次性徴にっいて
は，岡氏(1931)が最初に報じ，つづいて永田氏a934, '36)が生殖雁剔出の結果第二次性徴の消失を
報じ，更に岡田要及山下氏(1944) *5詳細なる第二次性徴の出現消失に闘する報告を行っすこｏ
　筆者はタダカは旱に淡水魚であると思ってい7こところ，福島県鳴門市地方に於て海水の出入する塩田
内の小溝にメダカ加棲息しているのを不思議に思ひ探取し，第土蔵性徴の消失速度と海水の塩分濃度と
の関係について実験を行ってみた。
　本実験に際し終始懇篤なる指導を賜はっすこ王岩馨邦教授に深厚なる感謝の意を表はす次第である。
　　　①　　　　　●　　　　　　材料及び方乙法　　　　，●
　筆者は上述の海水産のメダカOryzi･αＪ/四声j（ＴＥＭＭ.　＆　ＳＧＨＬ.）と淡水産メダカを実験に用ひ
すこ。勿論この海水産のメダカは後天的に海水中に棲息する様になつ証もの｡で，淡水産のものでも徐々に
塩分濃度を高めてり）けば海水にも馴らす事が出来，又反対に海水産のものでも低濃炭の方へ移す事も出
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Fig. I　Method of operation.
　　　　A. is OKADA, Yo. K. and
　　　　YAMASHITA's mfcthod.
　　　　B. is NAGATA's method.
来7こ。
　淡海水産メダカ両者とも1947年７月に採集しすこものである。
　食餌は乾燥魚粉を２日に１回だけ少量づつ呉へ7こ。
　生殖腺除去手術は次の様にして行つ7こ。先づO.l^chloreton
水溶液に魚を投入｡し七麻酔し。･小型メスヤ第１図の如く岡田及
山下氏(1944)の方法にならひ肛門の前部より胸鰭のところま
で斜に切開し，生殖巣をピンセットで摘出した。手術の割に生
　　　　（り
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存準は高かった。続いて切開部の上を毛髪で図の様にくくり水中へ放し麻酔4)さめるのを待つ7こ。手術
後約１週間で毛髪は解い1こ。時にミヅカビが傷口に生する事炉あっ7こがｏｘｙfｕl液で邨く拭ふ丈で防ぐ
専が出来7こｏ
　手術後の鰭条fin ray の分化成長の観察は隔日に双眼顕微鏡下でfin ray のjointsを数へる事に
七たｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メダカの第二次性徴　　　　　　　　　　　　‘･
く岡田及山下氏(1944)の論文より抜倅）
　１．雄の背鰭及び脊鰭は雌のものより長い。。
　２．雄の侭鱗の周適べ鋸歯状saw-toothed distal edge になっている。
　３．雄の俘鰭々条は雌よりも多くのjointsで出来ている故雌の鰭よりも長くなっている。肯又成熟
　　雌の如く先端部に於て叉状に分れていない。　　　　　。　’
　４．雄は侭鰭の後方より２番目から７若しくは８番目のfin ｒａｙ上の各joinりに軟骨性突起を持つ
　　ているｏ
　５．雄に於ては春から秋にかけて不対鰭の先端部周過にguanophoreが分布する。そのguanophore
　　は雌に於ては明らかでない。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　，実験結果
Ａ　精巣除去実験　　　　　　　　　　，ダ
　( 1 ) 1947年７月24日に淡水産メダカを探集した。探集後水槽中に５日放置し７月29日に去勢手術
を行う7こ。手術当日より完れるものが出て僅か９尾が生存してひきつづいて観察されゼ。去勢後80日目
の10月17日の結果を第丁表に示して鳶く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table １ ゛゛
　　　　The changes of the secondary･sexual characters ｉｎ･the male fish, whicn
　　　　lived in fresh-water. by castration.
　　　　　　　(Operated on July 29，1947 and odserved on October. 17, 1947)
No.
y＼tthe time of operation At the time of observation
　Body
length
Proc. bear.
　　　rays Cuano.
　Body
length
Proc. bear.
　　　rays Guano.
Interval
in davs Date
Ｉ．
２．
３．
･４．
５．
６．
７．
８．
９．
　■23mm
25mm
　　25m rn
　　27mm
　　28mm
　　?9mm
　　34mm ．
　　38mm
　　39mm
　－
　－
　〃●
２－６
２－７
２－７
２－８
２－８
２－３
－
－
－
一
十
一
十
十
十
27mrn
31mm
30mm
33mm
34.mm
34mm
38mm
42mm
4■mm
　　四　　●
　　－
　　－
　２－６
　2-6*
　２－７
　２－‘７斧
　２－８
．２－-８
-
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
14
－
13
12
17
　　－
　　－
　　〃　ｄ
　　－
Aug. 12
　　－
Aug. 11
Aug. 10
Aug. 17
(4) H.OO
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
即ち第１表について睨明を行へば次の如くなるｏ
゛゛以下各表に於てI Proc. bear, raysはProcess-bearing
rays の略記号であり> 5C Guano.はguanophore
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lの略であるｏ
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‘No. 5 とＮｏ; ７に於てほ俘鰭背賭が手術前よりも縮少し且最後方突起蜻条が消失し7こ。他の７舶
於ても鰭の大きさは小さくなつﾌﾟこ加突起鰭条の数は前の場合と同｀じであつた。。
今ここに雄魚の去郵による脊鰭｡及び背鰭の大きさを表示してみれば第２表の如くであ'る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table２Ａ
　The changes in the secon､dary sexual characters as the results 6f castration･.
　The changes in the numbers of the joints in t:herays of the anal fin in t:hemale fish･
Length at time
of observation 35mm 34mm 37mm ， 39mm
S-lmm
Ravs Cont. Table ｌ,５ Table 4,6 Table 8,3 Table 13,7
　　，　　　１
　　　　　　　　　２
　　　　　　　　　３
　　　　　　　　　４
　　　　‘　　　５
　　　　　　　　　６
　　　　　　　　　７
　　　　　　　　　８
　　　　　　　　　９
　　　　　　　　１０　　　，
　　　　　　　　□
　　　　　　　　１２
・　　　　１３
　　　　　　　　１４
　　　　　　　　●１５
　　　　　　　　１６
　　　　　　　　●１７
　　　　　　゛１８
　　　　　　　　１９
　5
12
17
20
21
21
21
20
19　　’
19
19‘
19
19
19
20
19
18
18　ぺ
　　　　　4
､。　10
　　　　.13
　　　　　16
　　　　　16
　　　　　16
　　　　　16
　　　　　15
　　　　　14
　　　　　14
　　　　　M
　　　　　14
　　　　　14
　　　　　13
　　　　　15
　　　　　M
　　　　　12
　　　　　11
　　　　　　　1＜6
　　　　　　　゛6
　3
12
18 ’
I｀6
16
】6　′
15
15
15
14
14
15
15
14
13
12
12
11
　2＜7
　　　5
　　　　　　　4●
　　　　　　10
　　　　　　15　‘
　　　　　　16
　　　　　　j6 ●
　　　　　　17゛ ●
　　　　　　16
　　　　　　16
　　　　　　15　　　’
　　　　　　!5
　　　　　　14
　　　　　　M
、　　，14
　　　　　　】4
　　　　　　16
　　　　　　13
　　　　　　12
　　　ヅ　12
　　　　　　　●く
　∧乙
　バレ
　　に
づ
　　12
　　Hレレ
　･　□　　ヤレ
Rays were counted from the anterior end.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　Table2 B　　.
　　The changes in, the numbers of the joints in the rays of the dorsal fin in the
　　male fisb, by castration.
Length at time of observation 35mm 37 mm 34mm
Rays Cont. Table ４,６ Table 13,7
　　　１
　　　２
　　　３
　　　４
・　５
　　　６
8
　　　17
9<.,,　　，
　　　2ぇ
　　　24　　　　●’
3＜20＜23　1
　　　　　22
　　　17＜21
5く’　　21　・
　　　15＜20
　　　　　21
.　　･16＜20
ﾄﾞ
12
ﾊﾞﾚ
　　　17
0･＜5＜JA　　.
10　　　　　　
●
5＜で
/16‘
　　i7｀16
4＜16＜1y
4＜
17　　
..
　　回くに
　　13＜15‘
2く15
　　10
1＜
3＜1§
7
4<
　　に
3＜13
4＜
15
　　13
　　14
弓く
lo＜U
O＜
8＜l§，
　　べ；
Rays were counted from the anterior end.
４ 高知大学学術研究'報告　第１登第７号
　又突起蜻条の数の一列消失のみならす，一鰭条上のprocess突起所有･fin ray の数も勿論少くなっ
ているのである。第３表に突起所有fin ray の数の減少を示しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table ３
　　　　　　　　The changes in the number of the process-bearing joinとＳ.
Length at time
of observation 35mra 37mm 39mm
Rays Control
・
11
12 、
13
14
!5
j6
17
18
19　　　　　●
　０
2-13‘
！－１５
1-15
１－１６
1-15
I- 16
！－１６
　０
　　０
　３一口
　3-12
　3一口
　　ー１０３
　　3-10
、２－ ９
　　2-11
　　　０
　０
　０
　０
3- 10
２－ ９
２－ ８
１－ ９
　０
　－
j20
反
応15
????? ?
○
Rays　were counted from the anterior end
Ａ
?????
??
???????
　　1　2　3　4　5　6　7・8　9 10 11 12 13 14 15 16 1718 19　　　1.　　2　　　3　　　4　　　5
　　　　　　　　　　　Order of fin rays　　　　　　　　　　　　　　　　　Order of fin rays
　　　Fig. 2　Graphic representation of the change in the number of joints in　the　rays of
.　　　　　　fins of the male fish.
　　　　　　　　A. Anal fin.
　　　　　　　　B. Dorsal. fin.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　Darkcontinuous line, normal male; light continuous line, castrated　male:
　　　　　　　　　　longitudinalline, numbers of process-bearing joints at　normal;　dark line,
　　　　　　　　　　thejoints after castration.
第２図に第２，３表を図示してお･くｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
guanophoreは去勢前４匹に於て認められ7こが約14日で夫々消失してしまつ7こ。
６
　( 2 ) 1947年７月25日海水産のメダカを探集し７月31日に去勢手術を行っ7こ。６匹炉生存しＵ月13
日迄観察を継統しﾌﾆ。　’｀
　第４表にその結巣を示してむく。
　本実験群では隊長28mni以上のものに於て突起加fin l･ａｙ上に見られ，又同様にguanophoreも認
められすこ。精巣除去の結果guanophoreは約26日で消失し, No. 4に於ては最前突起所有鰭条上の突
起加消失してしまったｏ
であるｏ
メダカの第二次性徴に関する研凭．．１　（噌田） ５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table4･
The changes of the secondary sexual characters in the male fisH, which
lived in sea-water. by castration.
　　　　(Operatedon July 31，1947 and observed on November 13,1947)
No.
At the time of operation ・At the time of observation
　Body
length
Pioc. bear.
　　　rays Guano.
　Body　.
length
Proc. bear.
　　rays Guano.
Interval
｀in days‘ Date
l.
2.
3.
4.
5.
6.
26min25inm
28mm
29mm
32mm
35mm
　　　－
　　　－
‘　２－７
　　２－ａ
　　２’－６
　　２－８
－
－
＋
－　●
十
手
　31mm
　30mm
　3lmm
･ 3'lmm
　35mm ‘
　37mm
　　－　゛
　　－
　２－７
・２－７昔
　２－６
　２－８
一
一
一
一
一
一
一
一
24
－
28
27
　　　－
　　　－
Aug.24
　　　－
Aug.28
Aug.27 .
(3) 26.33
　　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.・　　　　　.
　ひきつづいて塩分濃度の高低による第二玖性微消失の実験を行つてみ7こが，その塩分濃度の闘係は，
淡水９：海水１，淡水８：海水２，淡水７：海水３，といふ風に濃度を９段階に分けてみすこｏ恂この
ｰ場合飼育容器炉小水槽の故水分蒸発により塩分濃度加高･くなることを考へて夫.々飼育水は毎日交換し
ﾅﾆ．
　淡水産メダカを順玖高濃度の水に移すことも可能であつ7こし，又反対に海産メダカを徐々に淡水にま
で移すことも可能であつ了こｏその高濃度及び淡濃炭の飼育水へ移行するに要し7こ結果を第５表に示して
おくｏ大体の見当日数であるが勿論佃体差炉大いにあつす二〇．　　　　　　　　’　　　・‥
　　　　　　　　　Table５
Process of accustoming treatm‘ent.
Date
Required days Ratio of water
From fresh
water
　　From　’
sea-water Fresh-w.、 Sea-w.
0
2
5
7
□
16
19
21
24
29
33
４０
３９
３７
３２
２８
２２
１５
　９
・７
　３
　０
　　　０
　　　２
　　　３
，　２
　　　４
　　　５
　　　３
　　　２
　　　３
　　　５
　　　４
１
２
３
４
６‘
７
６
２
４
３
０
１０
　９
　８
　７
　６
　ｂ
　４１
　３
　２
．１
０
　０
　１
　２、
　３
　４
　５
　６
　７
・８
　９
１０
　肯，第５表を図示すれば第３図の如くなる。この場合低塩分濃度
より高濃度に移すには，その逆の場合よりも多日数を要しすこ結果に
･なつ7こが，理由は今のところ判明しないｏ　　　　　　　　，
40
30
??????? ????
10
Sea ｗ．　０　２　４　６
Fresh w. 10' 8　６　４
Fig. 3 Graphic representatation
　　　　　　ofthe process of ａとＣｕＳこ
　　　　　　toming treatment.
（３）　淡水９．：海水１の割合の水で飼育したメダカを去勢してみ7こ。　　　．　　　　　　　ｊ
５匹加去勢手術に耐えて10月20日の観察日まで生存し7こ。去勢は８月16に行つ7こ。第６表はその結果‘
な 「
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table６
The changes of the secondary sexual oharacters in the male fish. which were
accustomed to the mixture of fresh water ｇ and sea-water 1， by castration.
　　　　(Operated on August 10，1947 and observed t)ｈOctober 20，1947)・
N0.
At the time of operation At the time of obsei･vation
　Boby
length
Proc. bear.
■･ rays
Guano. 　Bodylength　・
Proc. bear.
　‘　rays Guano.
Interval
in days Date
Ｉ．
２．
３．
４．
５．
27 mm
28mm　．
30nim
32mra
36mm
　－
２－８
２－７‘
２－７
２－８
一
十
十
十
十
29mm
32mm
34mm
38mm
4imra
　－＿曇
2-5*
２－７
2-7*‘
-
一
一
〃　　●
-
　　－
　　１４
・　ｊ２
　　１４
　　１５
　　　－
Aug.24
Aug.22
Aug.24
Aug.25
(4り 13.75
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　体長28mm以上の５個体が第二次性徴の炎起及びguanophoreを持つてい7こ。　し力ヽるに去勢により
guanophoreは全部に於て全く消失し，突起所有縫条の数ら大いに変化し7こ。即ち, No. 2は２乃至ﾌ
8 finｒａｙ上の突起が凡て消失し，他の２ｲ同体に於ては突起所有鰭条数炉２若しくは１条減少し7こ。
（１），（２）の場合と大いに異つすこわ｡けであるｏ
　　（･1）淡水８：海水２の割合の水中で22日間飼育しフニメダカの去勢を行ひ７尾の生存個体を得7こｏ
第７表炉絡晨であるｏ
　　　　　・.　　　　　　　　　　　　　　　..　Table７
　　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
　　　accustomed to the i-nixture of fresh-water ８ and sea･water 2， by castration.
　　　　　　　（Ｏβeratedon Aueust 6，1947 and observed on October 24，1947)
N0.
At the time of operationヽ At the time of observation
　Body
length
proc. bear.
　　　rays ’
Guano. 　Bodylength
Proc. bear.
　　　rays Guano.
Interval
in davs Date
I.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
24mm
25mm
27mm
28mm
30mra
33mra
35mm
２－ぐ･
２－５
２－７
２－７
２－８
２－３
２－３
一
一
十
一
十
十
十
31mm
30mrn
29mm
33mm
26mra
39mm
41mm
7.-6**
２－６
2-6*
２－７
２－８
2-7*
2-8
十゛
一
一
一
一
一
一
－
－
3健
一
16
18
14
　　　　－
　　　　－
　. Oct. 14
　　　　－
■ Aug.22
　Aug.24
　Aug.20
(4) 16.03
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　結果を見るとNo.lは精巣剔出失敗の故にが手術時の突起所有鰭条数よりも２本多くなり，且，今
迄認められなかつすこguanophoreも観叙時に認められず二。しかし他の６個体ではguanopnoreは消失
し叉２尾に於ては突起鰭条数が滅少していた。倚本実験のNo. 3は観察時にはguanophoreは全く清
失してい7二炉手術後39日目迄ｇｕａｎｏｐｈｏｒｅ加認められた。多数個休のうちにはこの様な結果もある加
も知れぬと思ひＴＨＯＭＰＳＯＮの棄却治定を行つてみた給果棄却しfﾆｏ何等かの異常により消失力吻く
れずこのであろう。
　'上述のNo. 3を除い7こ他の３尾に於ては平均16日でguanophoreが消夫レ仁わけである。　　，
ﾒ。ﾀﾞ力の第二次性徴に関する研究　１　（噌田）’
７
　　（５）　淡水７：海水３の割に混入し仁水中で30日間詞育しフニメダカを去勢し7二〇 10尾観察終了時ま
で生存しすこ。第８表にその結果を示すｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　－●　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔａｂ】ｅ８
　　　　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　－　　1　　’●
　　　　　accustomed to the mixture of fresh-water 7 and sea-water 3， by castration.
　　　　　　　　　(Operated on August ･16， 1947 and observed on November 4， 1947)‘　”
No.
At the time of operation At the time of observation　.　　’
　Body
length
Proc.・bear.
　　　rays Guano.
　Body
length
proc. bear.
　　　ravs Guano. 七割　Date　　r
Ｉ．
２．
３．
４．
５．
６．･
７．
８．
９．
１０２
　　23mm
　　25 mm
　　25 mm、
　　26 mm
' 2'/mm ’
　　29 mm
　　30mm‘
　　34mm
　　35mm
　　38mm
　－
　－
　－
２－７
２－３
２－８
２－３
２－７
２－８
２－３
一
一
一
一
ダ十
十　’
十
十
十
十
30mm
3！mm
30mm
31mm ・
34mm
33mm
"55mni"
　39 mm
　3Smm
　々･2mm
　　－
　　－
　　－
　２－７
　２－･り
　　＿茄
■2-8 ・
　２－７
　2-7*
　２－８
-
-
一
一
-
-
一
一
一
一
一
一
一
一
１２
１８
２３
１９
１８．
１８
　　　　　－
　　　　　－
　　　　　－
　　　　　－
　Sept. 4'‘
Aug.28
　Sept. 2
　Sept. 7
　Sept. 3
　Sept. 2
(6) 18.33
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　guanophoreをも’つ６個体は凡て平均18日でｇｕａｎｏｐｈｏｒｅ加消失しすこ。突起所有鰭条の突起消失が
３個体で観察されそのうち１個体は凡ての突起加消失しﾌﾆ(No. 6.) o　　　　　　　　　　･ａ　　　　　。･
　　（６）淡水６：海水４め比で混合し7こ水で飼育しフニメダカ･をつづいて去勢してみすこ。本群は18日間
し力ヽその塩分濃度の水に馴らさな加つ7こ故力ヽ観察中途で艶れ7こもの加出て来た。結局観察終了時の10月
:27日まで生存し7このは４尾だつ7こ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　第９表にその結果を表はす。　　　　　　　゛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table ９
　　　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
　　　　accustomed to the mixture of fresh･water ６ and sea-water 4， by castration‘｡
　　　　　　　　(Operated on August 18， 1947 and observed on October 27， 1947)
N0.
At the time of operation At the time of observation
　Body
length
Proc. bear.
　　　rays Guano.
　･Ｂｏｄｙ‘
･length
Proc. bear.
　　　rays
Guano.
Interval ・
in days Date
ｌ．
２．・
３．
４．
５．
６．
７．
　28mm
　29mm ‘
　29 mm
　３！mm
　32mn!
　３ぐ･mm
.’35m ra
２－８
２－７
２－７
２－７
２－７
２－８
２－８
十
十
十
十
十
十
十
34mm
33mm
　－
　－
39mm
41ram
　－
　2-7*
　２－７
　２－‘ﾌ
　２－７
　２－５°を
　２－８
(2-7?)
一
一
〃　●
-
一
一
-　・
１５
１８
１７
１９
１７
２つ
！Ｓ
Sept.2
Sept.6
Sept.5
Sept'.7
Sept.5
Sept.8
Sept.6
(7) 17.71
　　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　No. 3, 4, 7の３個体は前述の如く中途で免死し7こので観察時の休長は測定出来なかった。，ま7こ
No. 7は２乃至７鰭条に突起加あったが第7原泉上の突起は非常に少なくなつてい7こ。 guanophoreは
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７個体とも凡て消失しす二。完全消失するまでに平均18日ヵへつ7こ。
　肯本群の死亡率の高加つすこのは手術時の不手際加原因しすこのではなし､ヽかと思ふ。
　（７）　つぎに淡水と海水を同量混合し了こ水中で34日間飼育しフニメダカに於て去勢を行つてみた。
第10表はその観察結果であるｏ
　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table １０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish. which were
　　accustomed･とｏ the mixture of fresh-wafer ５ and sea-water 5., by castration･
　　　　　　(Operated on August 22， 1947 and observed on October 31， 1947)
No.
At the time of operation At the time 、ofobservation
　Body
length
Proc. bear.
　　　rays Guano.
　Bodv
length
Proc. bear.
　　　rays
Guano. Intervalin days Date
I.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
23mm
27mm
27mm
28mm
29mm
30mm
34mm
3Smm
　－
　－
２－７
２－７
２－８
２－７
２－８
２－８
－
－
一
十
十
十
十
十
27 mm
33 mm
30mm
34mm ．
36mm
37 mm
38mm
40mm
　　　～　－
　－
２７７
２－７
２－８
２－７
２－８
2-7*
一
一
十゛
－
一
一
一
一
　－
　－
　－
　１４ ’
　２０
　２１
　２０
．２９
　　　　－
　　　　－
　　　　－
Sept. 5
Sept. 11
Sept. 12
Sept. 11
Sept.2O
(5) 20.30
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　生存しすこ８尾のうちguanophoreを持ってい7こ５尾は平均21日で消失し7こ。し力ヽるにNo. 3は手術‘
時にはguanophoreは認められな加っ7このに，観察中（手術後９日より）･guanophoreが認められだ
した。これは精巣剔出炉失敗し7このでは･ない加と思はれる。このNo. 3個体を含めた６尾には突起鰭糸
炉観察されNo. 8は最前方突起所有鰭糸が消失し7このみであった。
　以上（３），（４），（５），（６），（７）実験群までのメダカは凡て淡水より徐々に高濃度の海水含有水
に移していったのであっすこ炉，これより後群の実験は海水より徐々に濃度を低くし川狗育水に馴化させ
て実験を行ったものである０　。　　　　　　　　　　　　　　’　・
（８）海水６：淡水４の混合水で18日間飼育しアニメダカを実験に用ひたｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table１１
　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, wnich were
　　accustomed to the mixture of sea-water 6 and fresh-water 4， by castrationご
　　　　　　(Operated on August i1， 1947 and observed on November 2，1947)
The process-bearing rays were counted from the posterior end
メｙヵの第二次性徹に関する研 １ (考田) ９
　guanophoreを持つていすこ５尾のうち４尾は消失した。No. 3は消失は認められなヵヽつ1こ炉，最初
よりは遥加にguanophoreは少なくなつてい7こ。消失までに要しすこ平均日数は20日であつ7こ。突起所
有鰭条は後方より第２乃至８又は７番目鰭条にあつ7二が, No. 4, 5に於ては最前方の突起鰭条の突
起は消失しすこ。　　　　　　　　　　　　　｜　　　㎜a　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
　（９）海水７：淡水３の割合の水にメダカを25日間馴らしておき８月７日に去勢手術を行つ7こ。４
尾のメダカが手術に耐え7二加，２尾は観察途中で死に観察修了時には２個体し加残らな加つすこ。
　第12表は観察結果であるｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadle １２
　　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
　　　accustomed to the miχture of sea-water ７ and fresh-water 3。by castration.
　　　　　　　(Operated on August 7，･1947 and observed on October 31，｡1947)
No.
At the time of operation　・ At the time of observation
Body　自
length
Proc. bear.
　　　rays Guano.
Body
length.
Proc. bear.
　　　rays‘ Guano.
Interval
in days Date
１．
２．
３．
４．
30mm
32mm
33mm
33mm
2-8
２－８
２－７
２－８
十
十
十
十
36mm
39mm
　　－　　－
２－８
２－８
２－７
２－８
一
一
ａ-
-
21
25
24
22
･Aug. 26
Sept. 1
Aug.31
Aug. 29
（4）‘ 23.00
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　4尾凡てにguanophoreは認められ，去勢により23日でguanophoreは全く消失しすこ。本群全個
体は脊鰭々条に突起を持つていたが去勢によりても何等突起鰭条の数に変化は認められなかつ7こ。これ
は今迄の実瞼群にみられなかつ7こ現象であつすこｏ
　　(10)海水８：淡水２の比に混合した場合は如何なる結果となつ｀に加。24日間飼つだメダカを去勢
し観察し，その結果を第13表に掲げてむく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table１３
　　　The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
　　　accustomed to the mixture of sea-water ８ and fresh-water 2， by castration.
　　　　　　　(Operated on August 12， 1947 and observed on October 24，1947)
No.
At the time of operation At the time of observation・
　　Body
length
Proc. bear.
　　　rays
Guano･． 　Boby
length
Proc. bear.
　　　rays ・ Guano.
Interval
in days Date
１．
２．
３．
４．
５．
、24mm
　26mm
　27mm
　33mm
　34mm
●　－
　　２－６
・　２－ｄ
　　２－８
　　２－８
一
一
十
十
十
32mm
32mm
30mm
37min
40rnm
　－
2-5*-
２－８
２－７゛ｔ
２－８
一
一
一
一
-
●皿
　－
　23
　20
　24.
　　　－
　　　－
Sept.3
Sept.i
Sept.4
(3) 22.33
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.　・.
　5尾中４尾が俘鰭.ヒに第二次性徴を示してい1こ炉，去勢手術で２尾の鰭条上の突起が減少し，又３尾丿
に於て認められすこguanophoreは夫々平均22日で発見されなくなつすこ．　　　　　　　　ツ
10 高知’大学:学’術研究丿組告　第ｉ登第フ号
　　(11)最後に海水９：淡水如)割合にし7こ水中で27日間飼育しすこメ'ダカの精巣剔出を行つ7こｏＵ尾
が観察経了時の11月５日迄生存し7こ。第二次性徴の変化を第14*iこ示しておくｏ　　　　　　　'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table１４
The changes of the secondary sexual characters in the male fish, which were
accustomed to tne mixture of Ｓｅａ･waterg and fresh･water 1， by castration.
　　　　(Operated ｏｎ･August 15，1947 and observed on October 12，1947)
N0.
At the time of operation At the time of observation
　Body
length
Proc. bear.
　　　rays Guano.
　Bodv
length
Proc. t〕ear.
　　　rays
Guano. Interval
in days
Date
　１．
　２．
　３．
　４．
　５．
　６．
　７．
　８．
　９．
１０．
１１．
25mm
25mm
27mm
2Smm
29mm
30mm
33mm
33nim
34mm
36mm
4lmTn
　－
　－
２－４、
２－フ
２－７
２－６
２－８
２－８
２－７
２－８
２－８
一
一
十
十
一
十
十
十
十
十
干
３０ｍ】ｎ
32mm
31mm
33min
34inm
37mm
34mm
40mm
40ium
■44mm
べ･3mm
　－
２－ｙ
2-6'を
２－７
２乙8昔昔
２－８
２－８
２－７
２－８
２－８
－
一
一
一
一
＋゛
－
一
一
一
一
一
一
24
22
－
－
24
27
23 ・
16
28
　　　　－
Sept. 10
Sept. 8
　　　　－
　　　　－
Sept. 10
Sept. 13
Sept. 9
Sept. 2
Sept. 14
(8) 23.43
　　　The process-bearing rays were counted from the posterior end.
　11尾中のNo. 6は手術不完全個体で!guanophoreは勿論消失しないし，突起所有縫条の数も増加し
すこ。他の10尾中７尾にｇｕａｎｏｐｈｏｒｅ炉認められ，これ等の個体ではguanophoreは全く消失しすこ。そ
の平均日数は24日であった。　No. 3は去勢により突起縫糸数加後方より２，３条目の'みになっfﾆ。
　以上の各実験群の結果に於て，雄魚の去勢とguanophoreの消失の期間に塩分濃度による差が認め
られはしないだろうかと思ひ･，以下各群の平均値間の差の治定を行つてみ7こｏ
Table 15
F.W.:s.w. Ｎ Average α＝0.05
１０：・０
　９：　１
　８：　２
　７：　３
　６：　４
　５：　５
　４：　６
　３：　７
　２：　８
　１：　９
Ｃ：１０
４
４
３
５
７．
５
４
４１
３
７
３
.　　14.00
　　　　　13.75
　　‘　16.00
　　　　　】8.33
　　　　　17.71
　　　　　20.80
　‘　　19.75
　　　　　23.00
　　　　　22.33
　　　　　23A3
　　　　　26.33
（一）t。＜t
（十）t｡＞t
（十）t｡＞t
（－）tふ＜t
（十）t｡＞t
（－）t。くt
（十.）t｡＞t
（－）t。＜t
（十）t｡＞t
（十）t｡＞t
F.VV. is fresh-water and S.W. is sea-water
　二標本平均値間の比較治定を行つてみ
7こｏ各隣群聞の差の母集團平均炉Ｏであ
るとしZ・の値を求めてみ7こ。
町舞
今，Z･が危瞼卒α= 0.05のＺの値よりも
大きいか小さい加を比較し，帰無仮説を
棄てるか棄てない加を定め7こ。その結果
二群問に差加あるか又はどう加分らない
かを決定し7二。第15表にその結果を示してお･く。同表中(＋)は桧定の結果２群間に差加認められ得7こも
のであり，(－)は２群間のdataのみでは差があると断定出来ないのである。勿論差が無いとも断定出
来ないものである｡０
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１５
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２
メダカの第二次･性徴に･一関.する研究　ｌ　（噌田）
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２　　１
８　９
　０
１０
Fig. 4　Graphic representation of relation between
・’　　　the salinity of the water ａｎｄ､the interval in
　　　　　　　daysof disappearance of the guanophores;
　　　　　　　darkline is　results　of　experiments　and
　　’　light､line is bioraetrical line.'　　.
　第４図は上の結果にもとづく，塩分濃度
とguanophore:消失迄に要し7こ期間を図
示し7こものであるｏ
　即ち／統計的治定からは次の様に結論出
来る譚であるｏ
　ｄａtａ炉少いから充分は分らないけれど
もｉ塩分濃度の高い飼育水中にい7こメダヵ
程，去勢により雄の第二次性徴だ｡るguan-
ophoreの消失に要する期間は段々と長く
なる傾向を有する事が明らかとなつ7こ。
Ｂ　卵巣除去実験
　雌メダカの卵巣除去ovariotomyは背
質及び俘鰭が，卵巣除去前より小さくなつ
す二丈でその他には影響は認められな加つ
7こｏ又鰭の縮小も塩分濃度による連闘もみとめられなかつむ。・
　第16表及び第５図に雌の卵巣除去による鰭の大きさの変化を示七てあく。　　　≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table １６Ａ　　　　　｡
　　　　The changes in the numbers of tｈｅ･joints in the rays of the anal fin in the
　　　　　female fish. by ovariotomy ･　　　　　　　　　　　.　　y
Length at time
of observation
　　　　Rays
???????????????????????????? ??????
35ram
-
Cont.
??????
13＜ 14
14? ?
? ?
???》
８＜
14
13??
??
べj
（で
（ﾑ
（?
（ﾑ
jイ?
べ1
（1
36mm
No.l
??????? ?
10＜
Ｈ＜
????
16
14
14??
??
,＜回
（j
べU
?????????
32mm
No.2
??
?????
1,＜N
??‐???
‐??
??
７＜
６＜
６＜
???
６＜
８
　9
1０
10
1０
9
8
９
８
６12
??
??
?
??
? ????
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８＜
７＜
５＜
１＜
??
９
８
??
??
Ｈ
　６＜
　１＜
－
１０
　９
??
８・
　３＜
　３＜
－
8
8
7
5
Rays were counted from the anterior end.　　　　　　　　　　　　　プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table１６　Ｂ
　The changes in the numbers of the joints in the rays of the dorsal fin in the
　female fish、by ovariotomy・　　　　　　　　j.、.
Length at time
of observation 35min
36mm･ 32mm
Rays Cont. No.l No. 2　　　　.
　卜
．２
　３
　４･
　５
　６
　　　10
　　　　　13
　　　4<
10くぱ
’　　　　17く18
　　　4<
りく
宍
　　　　　17
　　　5<
12<1;
犬<:||
　　　　犬引
　　　1へ
　　　　　11
　7　　　　　　，,.
　　　16
10゛＜.　　　･:
　　　16　　　1●
　　　17
　7く・
　　　18　　’‘　ご
　　　16<'?　、
　6＜
16＜
IE＼
∧　諸＜15‘ ’I
　4＜
-8
バレ
　　　12
0＜　・
　　　H
　　　　　　７
　　　　　　３＜
１１　　　　　　１
　　　　　　　　１０
　　　　．５＜
１４
－　　　　　　　　
１３　　　　
●
　　　　　　３＜
１３　　　　
．
　　　　　　　　１１
　　　　　　　　１０＜１２
　　　　　　２＜
１０＜
Ｈ　　　　
｀･
　　　　　　ｌく
８　°
　　　　　　　　　８
15
???
?
?
??
???????
０
Rays were counted from the anterior end.
１
2　3　4　5　6　7　8　9 10 n 12 13 14 15 16 17 18 19
　　　　Order of fin rays
　20
ぴ74.J
･か
゛p･S
???????????????
０
１ ２ 　　　　３　　　４
Order, of fin rays
Fig. 5　Graphic representation of the change in the number of joints
　　　　　in the rays of the fins of the female fish.
　　　　　A. Anal; fin.
　　　　　B. Dorsal fin.
　　　　　　　　Darkcontinuous line, normal female; light continuous line.
　　　　　　　　spayed female.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
５
メダカの第二次性徴に関する研究
　　　　　　　総　　　括
(噌田) 13･　｜
　メ,ダカＯｒｙｚia l＾atiμｓ（ＴＥＭＭ.　＆　ＳＣＨＬ.）が海水中にも住む事を見出し，実験的に淡水産のも
のを高塩分濃度の飼育水に移し，又は海水産のものを淡水に移し飼ひ，精巣除去又は卵巣除去を行ひ，
第二次性徴の消失又は退化を観察してみ7こｏ本実験より得られすこ結果は下肥の通りであるｏ
　ｌ．淡水産メダカも馴らす事により徐々に高塩分濃度へ移し飼ふ事炉出来7こｏ　　‥　’・
　２．又その反対に海水中に棲息していたメダカを徐々に淡水まで移すことも出来7こ。（２）の場合が
　　（１）の場合よりもメダカを馴化するに多日数を要しﾌﾆ。
　３．完全に去勢され7こ雄は第二次性徴を失ふか文は退化し7こ。
　４．この場合guanoph&reの消失が,‥低塩分濃度のもの程，高塩分濃度で飼育されずニメダカより早
　　く起る傾向が認められず二〇（数群のdataが今少し多いと統計学的に段々と早く起ると断言出来
るｏ） ゛ ． ･ ？
５。去勢は雄の背鰭のjoint数を減少させることにより，鰭が小さくなつ7二。この大小は特に飼育水
　中･の塩分濃度との闘係は認められな加つ7こ。
６．雌の卵巣除去は軍に背鰭，背鰭がjoint数の減少により小となつすこ丈である。この場合も塩分濃
炭と鰭の大小との間に闘係は認められなかつ7こ。
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１ メダカの第二次性徴に関すIる研究　１　（噌田）
　SUMMARY
　　　The Experimental studies ｏｎ’the Secondary Sexual
　　　　Characters　in　∂リふｊ　latipe's(TeMM. &　SCHL.)
I･、The relation between the salinity and the disappearance
　　　　　　　　ofthe secondary sexual charactersン
　　　　　　　　　　　　by Akira MASUDA
(刃z･ｏｌｏｇｉｃａｌヱ,ａｂｏｔａtｏｒｙ．石山／.ｃａtｉｏｎ　Ｆａｃｉｌｉtｙ，　Ｋｏｃｋｉひ脚lｖｅｒｓi,り)
≫ : ? ･
15
　The author used θり’３ｚ･asIntiμ:r(TEMM. & SCHL.) which］ived　in sea-water at Naruto
<lisLrict as material .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　The fish which lived in fresn-water was　transferred　into ･high salinity water and　the
Ｏne which lived in Ｓｅａ･water was done into １０Ｗsalinity water. After the transfer, these
fish were gonadecとoniized, and the relation between the salinity of breeding water and the
･disappearance or degeneratin of the secondary sexua] characters was observed. ・
　The results obtained are as follows:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
･(1) The fish which lived 4n fresh-water, could live in sea-water by the treatment of gradual
　transfer from low to high, salinity・
<2) The fish which lived in sea-water･ could also survive in fresh-water by the reverse treat-
　ment of the above･mentioned results (1). At this time. these fish needed more time to
　tarne than the fish in case (1).　　´
･(3) The secondary sexual characters (the processes on the fin rays and the guanophores
　on the anal fin. and the size of the unpaired ifin) vanished or degenerated in the perfectly
　castrated iTia]e one.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
･(4) At the time, the　author　appreciated　the　tｅｎ･dency　that　the　higher the　salinity iii
　ｗａとer became. the slower the guanophores disappeared.　　　　　　　　　，
<5) The size of the fin. which was measured by counting i:he joints consisting　of　the fin
　rays. became smaller　in　the　castrated　male　fish　than　that　of　the ■normal　one. The
　reciprocity between the salinity in water and the size of the fin was not recognized from
　my results.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
<6) The 'size of the anal and dorsal fins redi再ced in the　female fish　by　ovariotomy. and
　the correlation between the salinity in breeding water and the size of the fin was not;
　acknowledged.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 30， 1952)

